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お　　知　　ら　　せ

「センター開発収集コマンド」利用マニュアルの改訂について

センターニュース　　　　でお知らせLT:とおり,榛記マニュアルがNLPより出力できますが,そ

の後のコマンドの追加・改訂に伴って,このマニュアルを改訂しまLT:.

・追加されたもの・-

コマンド

・改訂又は内容追加されT:もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマ

ンド

(センターニュース　　　　　　月13日発行)

英小文字入力用キーボードの設置について

ターミナル室に設置している端末　　　　　は,一部を除いて英小文字の入力ができませんでLT:が,

8月16日より　　　　　はすべて英小文字が入力できるようになりまLT:.

(センターニュース　　　　　　月13日発行)

夜間の計算処理サービスについて

今年度　　　月の計算処理サービス時間帯はつぎのとおりである.

4月-　8月　　　月　　　　　　　　　′-

9月-1 1月

火-金　　　　　　　一一

土　　　　　　9 : 30-

月　　　　　　　　　　～

火-金　　　　　　　,-

土　　　　　　　　　　　-

以上のように月-金17時,土12時以降(以後,時間外という)の1週間のサービス時間の合計は昨

年度に比較し月は5時間から30時間に, 5月-8月は20時間から30時間に,9月-11月は20時間

から40時間に大幅に延長されている.

さらに12月以降についても利用状況に応じ,時間外サービス時間を大幅に延長したいと考えている.

一方,時間外サービス時間の延長にともない,繁忙期の12月-2月以外については夜間利用者の使用

できるセンター内機器を　　　端末とハードコピー装置とし,磁気テープ,ラインプリンタ装置を含

む機器の使用を制限しT:・これに対し,利用者から,現在夜間使用できない機器についても昨年と同

様に使用することができるようにしてほしい旨の要望があり,センターとして検討の結果,この要望

に答え,センターでは平日の各種機器の利用時間を,今年度の9月から11月までは18時まで,繁忙

期の12月から2月までは21時まで延長することとし準備を進めている.釆年の3月以後については

今後検討していくことになるが, 5-1 1月においては当分の間1時間程度の延長をする方向で考え

T:い・この機会に時間外サービスについて,センターの考え方を述べ,利用者のご理解を得T:い.

本センターでは,他の全Eg共同利用大型計算機センターと同様,その時期に入手できる最新の機器
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の導入を計画し実施してきた.しかし,利用者の計算需要の増加は,機器の性能向上にソフトウエア

の進歩を加味したとしても,それらによってもたらされる処理能力の増加を上回ることが多く, 12

月-2月の繁忙期はいうに及ばず, 3月-1 1月においても慢性的Tj:処理能力不足となっている.こ

れを補うT:めに,特別な期間を除き時間外にあっても,システムを運用するのが例となって今日まで

続いている.とくに,繁忙期には,時間内に入力されたジョブの処理のT:めに2 4時間運転を続ける

必要のある時期も少なくなかっT:.さらに,ソフトウエアの進歩により,バッチ中心の処理から操作

性の著しく向上し　　　を中心とLT:処理に処理形態が移行してきた.そのT:め時間外であってもTSS

処理,バプチ処理入出力程度は可能とする方が便利であるということとなり,利用者の希望もあり各

種処理サービスを,時間外運転の一部に食い込ませることとLT=.このように,当初処理能力不足と

いう点をより所として出発しT:時間外延長運転が,次第にサービス時間の延長による利用環境の向上

という意味合いを持つものにその姿を変え定着してきたのである.大型計算機の使用なしでは考えら

れない研究も少なくない現在の状況は,研究環境の向上のT:め,計算機システムの常時稼勘を望む声

を今後ますます強くするであろうし,またセンターもその期待に答えていく責務を持っているものと

考える.

一方,時間外の運転には.いくつかそれを阻害する要因がある.この中には,システムを最適Tl状

態に障っためのハードウエア,ソフトウエアの保守に関連する問題,機器の操作,管理に関する開放

および時間外運転を行う費用の問急などがある.

システムの保守については,ハードウエアの保守作業のみTfらず,ソフトウエアの保守(これには,

ソフトウエアのレベルアップ作業,システムの開発なども含まれる)についても,利用者へのサービ

ス時間内には不可能な場合が多い.このため,本センターでは毎週月曜日の午前中をこれにあててい

るが到底これでは足りない.

機器の操作についていえば,機器の操作性の向上とソフトウエアの進歩により,専門のオペレータ

の操作から利用者自身の操作にと操作方式も,次第に変化している.しかし,システムの基本部分の

操作については,いまでも時間内は,センターのオペレータによってなされている.センター開設当

初しばらくの間は,時間外についても,センターオペレータばかりでなく研究開発部の諸君の多くの

奉仕によってこれがなされていT=が,このようなことは現在では困難Tl状態であり,学外業者への操

作業務の委託によって行わざるをえない.利用者のオープン機器の操作に関する点では,利用者が直

接操作する機器が多くなっT:としてもその操作は,オペレータ,メーカーのソフトおよびハードの保

守員の管理下で行われるのが通常である.特にシステムとの結合皮の強い機器については,異常に対

して考えられる各種の対策をハード,ソフトの面でとられているとはいえ,万全ではないからである.

最後に,運転のT:めの費用からみると,時間外運転の大幅な延長には,時間外運転に要する光熱費

と,オペレーション業務の外部委託に要する費用からも限度があり,利用者が非常に少ない時間樽ま

で延長しにくい面があるのはご理解いT:だけると患う.

以上の問題点に,本センターでは無人運転システムの開発と　　　　　　　　　　　　　　　をも

って対処しT:.前者によって,システムの異常に対する各種の対策をとっT=完全な無人化によるシス

テムの運用(システム起動の自動化を含む)が可能となり,オペレーション作業の外部委託による費

用が軽減され時間外延長運転に対する時間的制約も非常に少なくなっT:.これに,時間外の無人運
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転時には利用率の比較的低い装置と操作性の面でまだ開腹を残している機器の使用を中止することに

より,さらに光熱費の軽減が期待でき,時間外運転時間の延長も容易になる.勿論このT:めにはシス

テム運転に必要Tl光熱費等を考慮しなければならないとしても,基本的には,無人で任意の時間にシ

ステムを起動し,まT:,任意の時間にシステムを停止させることが可能となっT:のである.後者は,

多くの床守開発作業の利用者サービス時間内での実施を可能とし.従釆しばしばこの種の作業のT:め

にサービス時間の大幅な延長をし難い面があっT:が,これからはこの種の作業にたいし余裕をもって

計画できるようにTfっT:.このシステムは,複数個のOSの動作を可能とする機能をもっていること

から,近い将釆において,非常に多伎性のあるシステムの構築をも可能とし,センターでもすでにこ

の準備を進めている.これからは,中規模システムの普及が教室蝉位にも行き渡る状況になるのも遠

い将釆ではなく,マイクロコンピュータの進歩によるインテリジェント端末の普及も著しいことを考

えると,処理の負荷分散傾向が強くなるのは,容易に予紐される.このことは,共同利用の計算機セ

ンターとして,計算処理手段を持　　い利用者のT:めの共同利用を想定するばかりではなく,中規模

以下のシステムでは不可能な利用方式を利用者に提供することによって処理の分散化に対処する必要

があることを示しているものと考えられる.これらの中には,ベクタープロセッサなどによる超大型

計算,大容量の補助記憶装置を使用する大容量データ処理,特殊な入出力装置による特殊入出力サー

ビスおよび中規模のシステムでは使用不可能なソフトウエアのサービスなどが含まれるであろう.さ

らに,以上をリモートステーションあるいはTSS端末から使用するT:めに十分な通信回線能力が必要

なのは当然である.センターでもこのようなシステムに必要Tl補助記憶装置,通信能力の増強に,特

に力を入れている.

以上述べT:ことから,本センターのこれからの利用形態として,安価で利用者が手元に準備しやす

い装置,利用率の比較的低い装置と操作性の面でまだ問題を残している装置を時間内に利用していT:

だくことにより延長運転時間帯には,可能fJ限りの省資源,省力化をはかり時間外サービス時間を延

長し通信回線を主体とし　　　時間に近いサービスを行うという方式が最善であると考えている.し

かしながら,繁忙期とこのような装置の時間内利用率が高くなっT:場合には装置の増設,利用時間の

延長を配慮する必要があることについては十分認識している.これに添って,昨年度数回の業務委員

会で,検討を重ね,本年3月15日より,無人化運転システムによる時間外サービスを行ってきてい

る.しかし,将釆はとにかく現状では,操作性のよいTSS端末機器の普及は充分とはいえない状況に

あることを考え,時間外延長運転時間中にも).、-ドコピー装置とTSS端末とが使用可能となっている

ことについては,すでに述べT:通りである.今回の処置についても,あくまでもこれは暫定的なこと

であることをご了解いT:だきT:い.センターでは,将来計算機システムのほとんどすべての機能が利

用者側で使用可能となることを期待し,専用回線,交換回線を含む通信設備の増設のT:めに今後も努

力するつもりであるので,時間外に定常的に磁気テープ装置,プロッタ,ラインプリンタなどの機器

の利用を望む利用者の多い機関では,今後,光通信などの利用をも考えたリモートステーションの設

置を検討いただくのが好ましく,センターでもこのような計画には積極的に協力するつもりである.

(文責センター次長　崇川耕宇)

(センターニュース　　　　　　月25日発行)

-5371 九州大学大型計算横センター広報
Vol.15　No.5 1982



戟 』ヒ
rコ

利用負担金の変更について

昭和57年10月1日から下表により負担金の算出を行っています.

NLPの図形文字パターン数による課金を新設し,ラインプリンター出力行数,日本語ラインプリ

ンター出力,およびXYプロッターの機種　　　　　　　　が廃止になりまLT:.

負　担　金　算　定　方　式
(昭和57年10月1日)

区　　　　　分 負　　　　担　　　　金　　　　の　　　　独

基　本　負　担　金★ 1件につき　　　　　　40円

演　算　負　担　金

上半期(4月-9月)

1秒につき6円(5分まで)

〝　　3円( 5分を越える部分)

下半期( 10月-3月)

1秒につき6円(20分まで)

〝　　3円( 20分を越える部分)

カード入力

カード出力

ラインプリンタ出力

入
　
出
　
力
　
負
　
担
　
金

XYプロッタ出力

ファイルアクセス

端末入出力★★

端末接続

ディスク

マスストレージ

10枚につき

1枚につき

1枚につき

1 00図形文字パターンにつき

ステップにつき

1 0C叫こつき

25回につき

16行につき

1分につき

1円

2円

5円

1円

1円

3円

1円

1円

1円

(但しセンター内端末の場合は1分につき　2円)

につき1月　　　　　　　　50円'

につき1月　　　　　　　　　　円

ネットワーク

利用負担金★**

リモート・バッチ処理入出力

5行につき

会話型処理入出力

2行につき

1円

1円

★基本負担金は,次のセンター内入出力装置を使用した場合に負担する.

ラインプリンタ,カードリーダ,カードパンチ,磁気テープ装置, ⅩYプロッタ,グラフィ

ックディスプレイ装置,フロッピーディスク装置

**端末入出力に係る負担金は,センター内タイプライタ型端末を使用しT:場合にのみ負担する・

=★ネットワーク利用負担金は,本センター以外の大型計算機センターを経由して使用しT:場合に

限る.

(センターニュース　　　　　　月22日発行)
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TSS場末の夜間接続打切りにつし、て

無人運転システムによる運用(平日では17時以降,土曜日では12時以降)において,回線障害な

どによる端末ロック状態,及びシステム障害の一部を救済する手段として, 20一一40分間放置してい

るセ,ションは強制的に打切りますので御了承ください.

(センターニュース　　　　　月22日発行)

ジョブ制限値の変更について

昭和57年10月1日より,ジョブ制限値を下表のように一部変更しました.

ジ　ョ　ブ　ク　ラ　ス　と　制　限　値

(日野口57年10月1日)

注1)　　印は今回数値が変更されT:ものである.

注2)　リージョンサイズはバッチジョブではJOB文の　　　　　パラメータ　　　　では　　　-

Nコマンドの　　　パラメータで指定できる.

注3)　センター内端末の端末接続時間は,予約端末では2時間,非予約端末は1時間となってい

る.

(センターニュース恥　　　　　月22日発行)
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